
令和7年駐化請寅習1-2ターム末テスト

以下の大間1～16のうち4個を選択して答えてくださし％

大間1 （1）．（2）に答えなさしも
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（1）アミノ酸中のイオン化が可能な官能基はお互いに影響を与える。上の図2-19のアラニンと他の様々なアラニンの重合体で

示されるように､カルボキシル基のpK{勵邇合体の大きさに伴って卸けるのに対し､アミノ基のpK値が逆に減少すること

について説明せよ。

（2）ヒスチジンの佃隙は酵素の辨勺な機構において雷雲左得害II券持つ少知 ．､｡）ヒスチジンの側鎖は酵素の触媒的な機構において重要な役割を持つと知

られている。しかしながら、ヒスチジンがプロトン化型あるいは非プロト

ン化型のどちらの状態であればいいの力斗ま明らかではなし､この疑問を解

決するために､あなたはpHを変化させたときの酵素の活性を調べて右図の

ような結果を得た。このことから、どちらの状態力輔素の活性に関わると
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大間2

タンパク質を構成する20種類のアミノ酸から，下の条傾1)~(20)に当てはまるものを望銘称をかきなさしもただし,個

数が指定されていない場合は当てはまるアミノ酸の名称をすべてかき,G倒のように{蝋が指定されている場合は当ては
まるアミノ酸のうち指定された値激のアミノ酸の名称をかくこと。

(1)不斉炭素原子をもたなしも

②α-炭素についての絶対配置力弛のアミノ酸とは逆である。

(3)ヒトにおいて生合成できず，あるいは十分壁生合成できず,栄養分からの摂取が不可欠である（8個。

(4)側鎖に芳香環を有するG個）。

⑥中性水溶波中において，側鎖の280mでのモル吸光係数がアミノ酸の中て攝も高い

⑥タンパク質を6 molZL HClで加水分解しアミノ酸組成決定を行う場合に，恨臘力功肱分解され，グルタミン酸として検出
される。

(7)偵隙のd<aが9以上で中性水溶液中では佃隙が正電荷をもち，タンパク質の表面にあることが多しも

(8)中性水溶液中で側鎖が負電荷をもっており，タンパク質の表面にあることが多し％

｡)疎水性側鎖をもち，タンパク質の内部で疎水性領域を形成することが多い（3個）。

(10)剣ヒシアン処理によりカルボキシ末端側が特異的に切断される。

(l 1)トリプシン消化によりカルボキシ剰淵側が特異的に切断される。

(12) cz-炭素周辺の立体的制約力弛のアミノ酸よりも大きいためα一ヘリックスの構成アミノ酸とはなりにくし＄

(13)側鎖蝿謝上されジスルフィド結合を形成することがある。

(I4) fl鎖にヒドロキシ基を持ち，プロテアーゼなど酵素の活性中心にあることが多し＄

(15)ヘモグロビンで撰隙がFe2+と配位結合を形成する。

(I①細胞内シグナル伝達系において特異的リン醐鴎素でf蝋がリン鯛上される。

(17)ヒストン特異的なメチル基辮素により偶隙がメチル化される(1個）。

(18)コラーゲンの翻碓修飾で澗鎖がヒドロキシ化される(1個〉。

(19)タンパク質の翻訳後修飾でN結合埋驍鎖力判鎖に伽吋ることがある。

伽)タンパク質翻訳において開始コドンでコードされる。

大間3 次の図は遺伝情報の流れ(セントラルﾄｸﾏ）を示している。次の設問問1～5)に答えなさい

○,陥型肌四ﾀﾝﾊｸ“(ア〉

問1（ア)，（イ),（ウ)の過程をそれぞれ何と呼ぶ力、答えなさ唯

問2 遺伝情報が逆方向に流れる場合がある。その反応について簡潔に説明しなさし％

間3タンパク質のアミノ酉錘釧を規定する、,IA領域において,ある一つの塩基力判間3 タンパク質のアミノ酉蟠己列を規定する、,IA領域において，ある一つの塩基力弛の塩基に置き換わる変異が起こってい

た。それにもかかわらずタンパク質のアミノ酸画例や分子質量は全く変わらなかった．その理由を一つ述べなさい

"4mRNA以外の翻訳に必要な因子をすべて含んだ 大腸菌由来の無細胞翻訳系に,AとCが交互に並んだリボポリヌク

レオチド(ACACAC-)を加え翻訳を行わせたところ，トレオニンとヒスチジンが交互に並んだポリペプチドカ鳴られた。

AAC力誤り返されたリボポリヌクレオチド(AACAACAAC-)鋤pえ翻訳を行わせたところアスパラギンだけからなるポ

リペプチ侭トレオニンだけからなるポリペプチド，グルタミンだけからなるポリベプチドの混合物力鳴られた。これら

の結果からトレオニンを指定するコドンを推定せよ。また,それを執､た過程を説明せよ。なお，これらのリボポリヌク

レオチドには開始コドンは入っていないが，ランダムに翻訳が開始されるものとする。

"5DNAの点変異が主としてランダムな化鞭化によっておきるなら､濁云子が大きいタンパク質ほど変異が多いと思わ

れる。しかし、実鯛こはタンパク質の変興恵度はタンパク質の種願によって大きく異なり，タンパク質の大きさには関

係し憩いbこれは錘ぜか,説明しなさし、



大問4 ポリオーマウイルスDNAは中性胆で洲逢させると，沈降定数20SのI型, 16SのⅡ型, 14.5SのⅢ型の3成分に分力靴

る。これらはみな塩惑目成と分子質罰洞一である。0.15 MNaCl中では，Ⅱ型とⅢ型はともに正常の協同性を示す融解曲

線をもち,Tmは88℃である。しかし,I型の瓢紬纈ま非常に巾鉱くTinは107℃である。pH13では,I型の沌隆灘

は53S,Ⅲ型は16S,Ⅱ型は16Sと18Sの2成分に分力れる。これらDNAの謹毘は何か？なｾﾂ刎的性質が変わるの恥

大間5

(1)動物糸脆のRNAポリメラーゼI、Ⅱ、Ⅲによりそれぞれ合成されるRNAの名称とそれらの機能を述べなさい

CRNAポリメラーゼⅡにより合成されるRNAを他のRNAと分離する方法をあげ､その原理を説明しなさし＄

(3)非ワトソンらクリック型塩基対について説明しなさb､また，その存在例をあげなさしも

大間6 タンパク質のアミノ酸残基は様々な翻訳後修飾を認ﾅる。リン酸化,メチル化,脂質の付加,およひ糖の付加についてそ

オlそ芽し生理的意味を説明しなさﾔ％

大間7 あるタンパク質Xについて、次の設問（問1，2）に答えよ。

タンパク質Xを生理的な条件下でゲル濾過を用いて糟製したところ、その分子質量は170 kDであった。タンパク質Xの

SDS-電気澗園jを行ったところ、2-メルカプトエタノール鋤pえると分子質量26kDと16ゆの2本のバンド力戦出されたが、

2－メルカプトエタノール鋤pえないと分子質量42ゆの1本のバンドが検出された。タンパク質Xをコードするm,IAの塩

麗蔽llから導かれるアミノ蝿酬より計算した分子質量は501のであった。旧DS :sodiumdodecylsulf2妃）

問1 タンパク質Xの生成過程及び構造について推定されることを二つ述べよ。

問2問1の二つの推定をさらに府嬬するためにどのような実験をすればよい力もそｵ/凝れについて説明せよ。

大間8 (1)～(111)に答えよ。

(1)タンパク質剰亥酸の酉蔽Iを決定する際の基本戦略であるオーバーラップ法について説明しなさしちまた糖の酉制を決

めるときはこの方法が使えな↓理由を考えなさしも

(1 1)あるタンパク質をダンシルクロリドで引端分析したところSerとAlaが2:1の割合で得られた。このタンパク質のう

ニット構成は？

(1 11)あるポリペプチドを分解し次のアミノ蝿謬りのペブチド断片を得た。このポリペプチドのアミノ蝿酬は？

1．ブロモシアン分解(1)A矛Ⅱe-Lys-GInFMt CXys C)町s-Phe-Alafiet(4)TylaAIg-GMMet

Ⅱ、トリプシン分解(5)Gln八にt-Ij's (6)GlyMet-AsFIle-Iys (7)PheRAlaMet-Lys(8ylyFAIg
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大間9 （1）～（3）に答えなさし＄

（1）アマゾンの密方鯛食で大蜘蛛の成長ホルモンと思われるポリペプチドを得た。ポータブルアミノ蝿8列決定機は運

搬途中で一割聯し,4残基までし力働かなし＄しかし何とか次のﾃL－タは得られた。

I.ヒドラジン分解(1) (Val)

Ⅱ、ダンシルクロリド災l理後卿ﾛ水分解(2)(ダンシル･RD)

Ⅲ．トリプシン処醐愛断片の副man分解(3)GMys (4)Phe-IleJVal(5)PID-GlyaAlaRAIg(6) SaLAIg

(a)ポリペプチドのアミノ蝿制はどこまでわかる力も(b)配ﾀ倣定機は壊れているが,これ以上酉例を決めるにはどうす
ればよい力も

（2）尿素、塩酸グアニジン及びSDSのタンパク質に対する作用について述べなさしも

(3)タンパク質の溶液を激しくかき混ぜると変性することが多しもその理由を述べなさし％

大悶10

(1)カルボキシペプチダーゼAはZn2fを含む酵素で，ポリペプチドのC

末端ペプチド結合勧肱分解す-る。職基質複合体では西f+は酵素の

三つの側鎖,切られるペプチド結合のカルボニル職，水分子と配幽吉

合している。X線および酵零学データに矛盾しない反応槻背を右の図

15 ･42に示すも西f卜とGlu270のこの機構における役割は？

(2)トリプシンは自己脚顯勺に活幽ﾋｳｰるがキモトリプシンはしなし＄

理由は？

(3)豆腐は蛋白質含量の高い大豆製品であるが，つくるとき豆のトリプシン

インヒビターを除く。その理由は？
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大間11次の文章を読み，以下の設問（問1～8）に答えよ。

リポヌクレアーゼ⑱NA鋪辮素）は湧渕重存在する。このうち，ウシ臓臓

由来のリポヌクレアーゼAはRNAのピリミジンヌクレオチドを特異的に認識し

てその3'側のホスホジエステル結合を切断する酵素であり，アミノ嘩酒例が決定

された最初の酵素である。この酵素は124アミノ醗曳墓からなり，胸臓の細包内

で合成され 細胞外へ分泌される。この酵素は8個のシステイン残基を含み，こ

れらの残塁はすべてジスルフィド結合を形成している。q'ristian ATfnsenらは，

この酵素を用い，タンパク質の三次擶豈が-次闘豈で決まることを最初に示した。

｜切溺COo-
｜‐
CHR

N

／、

｡｡"‘-‘ぎい
O- . /R'

/ C=O
O

／，．、
H Zn2+

酵素-生成物複合体 ／|、

図15．42カルボキシペブチダーゼAの反応機構

問1リポヌクレアーゼの一種であるリポヌクレアーゼPはリポザイムで

ある。リポザイムについて簡潔に説明せよ。

問2 アミノ酸の平均分子量をXとするとき，ウシ臓藏由来リボヌクレアーゼA

の分子量をXを用いて表せ｡導出過程も示せ。

ただし，リポヌクレアーゼAは戦屯タンパク質である。

問3ウシ脚臓由来リポヌクレアーゼA侍電点7.8）とウシ)南臓由来インスリン問3ウシ脚臓由来リポヌクレアーゼA(等電点7.8)とウシ臓臓由来インスリン（等電点5.4)の混合物を, pH7.0でジエチ

ルアミノエチル①EAE)セルロースイオン交換体(p応は約10)に通し,堀ヒナトリウムの直線グラジエントで溶誰させ

た。このときこれらのタンパク質の溶誰の順番はどうなったか 理由とともに述べよ。

問4 ウシ臓臓由来リポヌクレアーゼAは球伏タンパク質である｡この酵素が溶液中で単量体であることを証期する方法を一つ

簡潔に訓1月せよ。

問5ウシ臓臓由来リポヌクレアーゼAは,そのmRNAの槻西Iからは150アミノ醐夷基からなるタンパク質であると予想

されるが，実際には124アミノ鵬からなる。この差異の理由を一つ述べよ。



問6ウシ臓臓由来リポヌクレアーゼBはりポヌクレアーゼAと同じmRNAから合成され同じく124アミノ鵬からなる。

しかし，リポヌクレアーゼBの方が2,000梱受大きい分子量をもつ。両者の分子量の差異の理由を一つ述べよ。

問7 Anfinsenらは次のような実験を行った。ウシ脚臓由来リボヌクレアーゼを8M尿素に溶かし,2-メルカプトエタノール

を加え還元し，この酵素を完全に変|生させた献態I)。状態Iの酵素溶液を透析し尿素を除いた後さらに透析でメルカプ

トエタノールを除いたC伏態I1)。状態Iの閣蕪溶液から今度は透析でまずメルカプトエタノールを除き，その後さらに透析

で尿素を除いたf伏態Ⅲ)。状態1Iと状態Ⅲの酵素の三次構造は各々どうなっているか,理由とともに述べなさい。なお メ

ルカプトエタノールを除くと溶存酸素による醐上でジスルフイド結合力形成される。
転写の方向

問8 次の文章を読み，以下の問(1)に答えよ。

弓ウシI關臓由来リポヌクレアーゼAを大腸菌で合成させるため，124アミノ酸

残墓と停止コドンをコードする相補的DNA(cDNA(二本鎖DNA))を右図に模 プロモーター

ウシI南臓由来リポヌクレアーゼAを大腸菌で合成させるため，124アミノ酸

残墓と停止コドンをコードする相補的DNA(cDNA(二本鎖DNA))を右図に模

式的に示されたプラスミドDNA侵さ4,600塩基対）の制限酵素Ecom切悶清唯

に挿入した。このcDNAが右図の転写の方向と一致する方向に挿入されたかどうか

を，制|側酵素Pstl消化鬮勿の長さをアガロースゲル電気泳動で調べることによって

判定した。

勺
帆
彦

(1) 転写の方向と一致する方向に挿入された場合 また，一致しない方向

に挿入された場合について，得られるPstl消化塵吻の長さをそれぞれ答

えよ。求めた過程も示せ。

ただし，このcDNAにはEcoRI切断間例がないため,CDNAの両末端

にEcoRI切蝿例を伽ﾛしEcoRIで切断した後 プラスミドDNAの

EcoRI切断訓立に挿入した。このcDNAはプラスミドDNAに1個だけ1EcoRI切断訓立に挿入した。このcDNAはプラスミドDNAに1個だけ挿入された。プラスミドDNAには図に示

すようにEcoRI切断画例とPstI切断凹蔽Iが各々1ケ所のみ存在し,両者は240塩基棚#れている｡淵駅はプラスミ

ドDNA由来の勵台メチオニンから始まるため, 124残墓のリポヌクレアーゼAのN栽梛ﾘにアミノ醐曵基が10

獺､わったタンパク質が合成される。リポヌクレアーゼAのCDNAにはPstJ切断酊例が1ケ所のみ存在し，そ

の切断謝粒は,プラスミドDNA由来の部分も含めた合計134アミノ職基からなるタンパク質の,N末端から13

残墓目と14残墓目の間に対応する。

大間12

問1 脂質の定義 「脂質］は、アミノ酸核酸 およびタンパク質のような他の生体分子とはどのように異なるのか？

簡潔に説明しなさし＄

問2食品産業で使われている脚j攻k素化によって、湖司施〉であるトリアシルグリセロール中の】鋤酸の二重結合が

-CH2-CH2-に変換される。この変化は油脂の物理的性質にどのような影響を及ぼすのか？

問3ある脂質の化学組成の角蜥から、その脂質は無機リン酸1分子あたり正確に1分子の脚力酸を含むことが示された。

このi韻は、グリセロリン11旨質ガングリオシド、スフインゴミエリンのいずれか？

問4 シス形のオレイン酸側点:13.4℃）とトランス形（エライジン酸という。融点:44.5℃）はなぜこれほど融点が異

なる力も

大間,，問]間2に答えなさﾙ､｡F役町LWW-
問1未知の膜タンパク質Xに関して次のような観察結果が得られる。Xは､破壊した赤血瑚莫から高塩濃度の溶液で抽出さ

れ、タンパク質分輝榛によって切断されて断片になる。一方、タンパク質分力鰈素で赤血球を処理した後に膜を破壊して

抽出すると、無損傷のxが得られる。しかし、タンパク質分角蕪素で赤血球「ゴースト」緋剛包を壊してヘモグロヒノを洗
レ琉すことによってできる、細釧莫だけからなる構剴効を処理した後に破壊と抽出を行うと、完全に断片化されたxが得
られる。このような観捺結果から、細釧莫におけるxの存在部位について何が言えるか?また、この情報から､Xの性質は
内在性膜タンパク質と表在幽漠タンパク質の性質のどちらに類似していると言えるか？



問2 下の英文を参考にして次の問いに答えなさ晩

へリカルホイール投影図を用いて、次の配列をもつへリックス領域中のアミノ酸残基の分布を決定しなさい。
-Val-ASp-AIgVal-Phe-SeFAsn=Val-(ys-TI]laHis-LeuJjﾉsPThI=Leu-GlnQAsp-Iys-

このヘリックスの表面の性質としてどのようなことがいえるか？また、このヘリックスが､内在性膜タンパク質の三次
構造でどのように配向すると予想されるか？

αI北Hcesal℃ofrnembeddedinaploteinsothatonesidefhcesthesLnfaceandtheothersidefacestheinrlior. SuchhelicesaI℃

oirnnmedallmhiphilic becausethe suIface side Bhyd1℃山Ⅱcandtheinfnor side is iWdIOphobic. A simple way m decide whedler
a sequence of ammo acids might fbnn an amphiphilic helix is to anange the amino acids aIound what is known as a ･helixgwheel

pIqection' (FiguiB3-2). Ifthe hydlophObic and hydIOMic amino acids alBsegI℃gard on oImosim sides ofihe wheel, the henx is

amphiplinc. Using ine helbKFWheel plniection, decide which ofthe ih1℃e pepddes m Figul巳3-2mightibIm anam血伽ic helix.. (IIle
mnemonic c AA/mYVW' wmhelpyouIecoglize hydIophobic ammo acids.)
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大間14

問1右の辛蛎と呼ばれる二糖で系統名：0－β

-D-ガラクトピラノシルー(1→4)-6-D-クツレコピ

ラノシドである。これを完全にメチルイ畷、加水

分解すると得られるメチルイ撫の構造を右図のよ

うなハース投影式でかきなさし＄

問2 多くの糖質は、フェニルヒドラジン

C6HjNHWH2)と反応してオサゾンとして知られる

黄色の結晶性誘導体を生ずる。

これらの誘導体の融点は容易に決定することができ、

耳毎ｒ
■
Ｄ
ｒ

獅確
■p

随4

これらの誘導体の融点は容易に決定することができ、各オサゾンに特有である。この情報はHmCやガスクロマトグラフィ

ーが開発される前までは担当の同定に用いられていた。次の表はアルドースのオサゾン誘導体の融点を示している。

表が示すように、同じ融点を持つ誘導体が対になっている。しかし、誘導体化していない単糖の融点は異なっている。
なぜクツレコースとマンノース、また同様にガラクトースとタロースは同じ融点のオサゾン誘導体を形成するのだろうか？

H､ _/p 単糖（無水）のオサゾン誘導体の
C" H -C=NNHC6H6

単 糖 融点（℃） 融点（℃）
&=NNHC.H｡H－9- OH CsH5NHNH2 グルコース 146 295

L ; HO-6-H マンノース 132 205HO -C-H

H--C-OH H-C-OH ガラクトース “ 165～168 201

H－C－OH H－C-OH タロース 128～130 201

CH20H CH20H

グルコース グルコースの

オサゾン誘導体



今回、実験1でハイブリドーマAの培養上清から精製したI"は、タンパク質Xとの結合能を示した。一方で、
実験3で出芽酵母から精製したIgGは、タンパク質Xとの結合能を示さなかった。
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実験5 :IgGにはタンパク質Xに対する結合音随が2カ所ある。実験1で精製したIgGをプロテアーゼ（パパイ

ン）により処理し、タンパク質Xとの結合音敗が1カ所のFab断片を精製した。次に眺b断片とタンパク質X
とり結合親和性を測定した。さらに砲b断片が結合したタンパク質X の⑤立伽篭豈情報を取得 した。

問1

（1）

（2）

実験1に関連して、次の（1）．（2）に答えよ。

ゲルろ過クロマトグラフィーの原理について簡潔に説明せよ。

解答欄に記載されているIgGの溶出プロファイルの図に、排除容積(吻とカラム容積(脇の位置を矢印

で示し、xうと〃の位置関係について説明せよ。なお､使用したゲルろ過カラムの分画分子質量の範囲は
50-500kDaである。

実験2に関連して、次の（1）～（3）に答えよ。

SDS-PAGEの原理について簡潔に説明せよ。

還元剤の漁ﾛによりIgGにどのような変化が生じたのかを理由とともに説明せよ。

この実験から、I餌はどのような四次構造を形成しているのかを予測せよ。

大間15
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蕊
IH1.72の0.1 molLグリシン溶液lOO mLを2molLNamI溶液で滴

定した。餌の変化を記録し、その結果をグラフ上にプロットした。

滴定中の重要な点はI～vで示されている｡(a)～6)の各文に対する滴

定曲線中の適切な点を示し、その選択理由を示しなさし＄

e)グリシンは主に+HiN迄qh-COOHのイオン種として存在している。

(Uグリシンの平均の実効電荷が+"2である。

⑥アミノ基の半分がイオン化している。

⑥IHはカルボキシ基のpmと等しい

③pHはプロトン化されたアミノ基のIKaと等しし＄

(，グリシンの平均の実効電荷が0である。

(g主要なイオン種力輔3NCIsh-COO-である。

仏）グリシンの平均の実効電荷が‐1である。

(Dグリシンは、主としてｲHJILClsh-COOHと+H3NCH2FCOO_の50:50の混合物として存在している。

6）これらば闇酋能が最も悪い胆領域である。
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問3下蒲培、について、以下の尭験[1]～[4]を行った。(a)～(e)に当てはまる適切な語句を、以下の謡洋

の中から選､も

謡洋：｢gDNA, XmWA, cMA, IIRM, tlIM, siRNA, mWasel, mWAリガーゼ,MAポリメラーゼ,RNaseH,RMポリ

メラーゼ，逆轄酵素転写酵素NW, ITC, PCR, IE/l旧」

Ｒ
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[1］ハイブリドーマAから(a)を抽出する。

[2] (a)を鋳型とし、オリゴdTプライマーと(b)を使って、(c)を合成する。

[3] (c)を鋳型とし、I"をコードする遺伝子に対して特異的なプライマーセットと(d)を使って(e)反応を

行う。

[4］増幅した伽A産物の塩遥凹蔽ﾘを決定する。

幾脅

問4下線音陶の理由について考察せよ。

大間16 次の文章を読み、下の設問（問1～8）に答えよ。 問5T線音陶について、IgGとタンパク質Xとの結合に関与すると考えられる相互作用の名称を三つ答えよ。

ハイブリドーーマは単一の抗体タンパク質(モノクローナル抗体）を産生する人皿勺な動柵剛包である。あるハイ
ブリドーマAが産生するモノクローナル抗体(IgG)に関して、以下の実験を行った。

問6 実験4の結果に関して、実験3で出芽酵母から精製したIgGがタンパク質Xとの結合能を示さなかった理

由を考察せよ。

実験1：ハイブリドーマAを培養した培養上清から、アフイニテイークロマトグラフイー、及びゲルろ過クロマ
トグラフィーを用いてI"を精製した｡ゲルろ過クロマトグラフィー精製において､1501Daの溶出ピークを得た。

問7 下線割⑭について、緯製したFab断片とタンパク質Xをそれぞれ2 mol/L, 10 mol/Lになるように混合

したところ、鹿b断片の半分相当(1 mol/L分)に対して1 mol/L分のタンパク質Xが結合していることがわか

った。このFab断片とタンパク質Xの解臘定数(畑を求めよ。

実験2：精製したIgGについてドデシル研醗ナトリウムーポリアクリルアミドゲノレ電気泳動(SDS-PAGE)を行うと
150kDaの一つのバンドが得られた｡また､精製したIgGに還元剤(ジチオスレイトール)を漁〕pした後､SDS-PAGE
を行うと、50kDa, 25kDaの二つのバンドが得られた。

問8 下線部⑤について､原子レベルの空間分解能で立体構造情報をあきらかにするための実験手法を一つ答え

よ。また、その手法の原理と実験調l頂も簡潔に説明せよ。

実験3；ハイブリドーマAが保有する
して、IgGの発現・緯騨奔行っだ‐雲

q&遺伝畠その塩蕊蔽1を決定した｡得られたIgG遺伝子を出芽酵母に導入 』久一上

IgGの発現･潅譲を行った。舞演2と同様にSDS-PAGEを行ったところ、 ②出芽酵母から精製したIgGは、
ハイブリドーマA 由来のI唾に比べ分子質量が数ゆa程度大きいことがわかった。 この違いを検証するために、

アミノ酸細戎分析を行ったところ、両者に違いは見られなかった。

尭険4
Xに特異的に結合する性質を持っている。


